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１ 平成 17 年度市民局予算要求総括表 

 

 【一般会計】 
（単位：百万円） 

区 分 

平成 16 年度 

予 算 額 

Ａ 

平成 17 年度 

要 求 額 

Ｂ 

増▲減額 

Ｂ－Ａ 

増減率 

（Ｂ－Ａ）／Ａ

地域振興部 
５，７０４

(３，９１１)

５，５６４

(３，６６３)

▲１４０ 

（▲２４８） 

▲２．５％

（▲６．３％）

市民生活部 
２，２４９

(５８５)

２，２０３

(５６３)

▲４５ 

（▲２２） 

▲２．０％

（▲３．７％）

スポーツ部 
６，３３６

(４，５６５)

７，１１２

(４，６９２)

７７７ 

（１２７） 

１２．３％

（２．８％）

合  計 
１４，２８８

(９，０６１)

１４，８８０

(８，９１８)

５９１ 

（▲１４３） 

４．１％

（▲１．６％）

※１ 派遣職員にかかる人件費は含まず 

※２ （  ）内は一般財源額 

 

 【特別会計】 
（単位：百万円） 

区 分 

平成 16 年度 

予 算 額 

Ａ 

平成 17 年度 

要 求 額 

Ｂ 

増▲減額 

Ｂ－Ａ 

増減率 

（Ｂ－Ａ）／Ａ

交 通 災 害 

共 済 会 計 

１４４ ４５ ▲９９ 

 

▲６９．１％

合  計 
１４４ ４５ ▲９９ 

 

▲６９．１％
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２ 17 年度予算要求にあたっての基本的考え方 

 

 

 １ 市民自治の息づくまちづくりの実現  

 

 

 

 

 

 

 

 ２  市民生活に関連する諸事業の充実  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 市民がまちづくりの主体として、まちに愛着をもってその役割を積極的に

担い公共的な活動に取り組めるよう、市民自治のしくみづくりを進めるとと

もに、地域の特性や状況に合わせた支援を行い、まちづくり活動の促進を図

る。 

また、市民の企画提案による事業を委託実施するなど，市民の有する力を

生かす各種事業の展開を通じ、市民自治の息づくまちづくりを実現する。 

○ 市民に関わりの深い消費生活の向上や、労働職場環境に関する問題の解決

を支援する。 
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 3 男女共同参画社会の実現と女性に対する暴力の根絶  

 

 

 

 

 

 

 

 

 4 さまざまなスポーツ機会の充実  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 男女共同参画社会の実現に向けてさまざまな機会や広報媒体を活用して普

及啓発に努めるとともに、家庭、職場、学校、地域などで活動する男女共同

参画リーダーの育成を進める。 

  また、女性に対する暴力は性別に基づく重大な人権侵害であることから、

その根絶に向けた取組みを強化する。 

○ 生涯にわたり、市民一人ひとりがさまざまな形でスポーツを楽しめるよう、

関連体育施設の整備、学校開放関連事業などの効率的・効果的な推進に努め

るとともに、新たなスポーツ活動の場づくりを図り、「するスポーツ・支える

スポーツ」の振興を図る。 
○ プロスポーツをはじめとするトップアスリートの活躍に接する機会を提供

し、「見るスポーツ・知るスポーツ」の振興を図る。 
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３ 予算要求の重点事項 
 
 

 

  

 
 

 

 

ア 労働、職場環境に関する問題の解決支援（市民生活部）１百万円【新まち等、新規】 

労働、職場環境に関する問題の解決を支援するため、啓発セミナーの開催（年

２回を予定）、啓発用リーフレットの作成を行い、問題解決に向けた予備知識や

国・道などの相談機関に関する情報等を提供します。 

 

  
 

  

 

  市民の主体的なまちづくり活動を地域の特性や状況に合わせ、さまざ

まな側面から支援し、協働による地域のまちづくりを推進する。 

 

 

 

 

ア 元気活動創出事業（地域振興部）     １１百万円【新まち等、レベルアップ】 

市民の有する力を活かすモデル事業の展開や、市民活動促進条例の制

定に向けた市民議論を進める。   

(1) 元気な経済が生まれ、安心して働ける街さっぽろ 

(2) 健やかに暮らせる共生の街さっぽろ 

１－１ 市民の主体的なまちづくり活動の支援 

                   ２１百万円（１４百万円） 
注：（ ）内は 16 年度予算額

２ 安心して働ける環境づくり 

                      １百万円（０百万円） 
注：（ ）内は 16 年度予算額

１ 魅力あふれる地域づくりの推進 
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イ さっぽろ元気 NPO1サポートローン（地域振興部）  １０百万円 

【新まち等、レベルアップ】 

市民活動団体が金融機関から活動に必要な融資を受けることができる

よう支援を行う。 

   
 
 
 
 
 

 
ア まちづくりセンター開設事業（地域振興部）    ５５百万円 

【新まち等、レベルアップ】 

    まちづくりセンターに情報交流機能を整備して地域での各団体の活

動の拠点としての機能を強化する。  

イ まちづくりセンター・地区会館整備事業（地域振興部）  ６５百万円 

【新まち等、新規】  

   旧豊水小学校の跡施設を利用し、豊水まちづくりセンター・地区会館に  

  ついて移転を行う。 

ウ まちづくり協議会の設立および活動促進のための支援事業（地域振興部） 

 ４４百万円【新まち等、新規】 

     各まちづくりセンターにおいて、まちづくり協議会の設立や活動を支

援するため、地域の特性や状況に合わせた支援を行う。 

         エ  「ターミナルプラザことにパトス」を活用した新しいコミュニティ拠点づくり  

事業（西区市民部）        ７百万円【新まち等、新規】 

     地下鉄琴似駅構内にある「ターミナルプラザことにパトス」を活用し、

地域住民や NPO、行政の協働により、市民と各種活動団体のネットワ

ーク化、まちづくり活動情報の集積発信事業などを展開する。 
 
                                                  
1 ＮＰＯ・・・ノンプロフィット・オーガナイゼーション（Non-Profit Organization）の略。民間

の非営利組織のことをいう幅広い概念。一般的には、継続的、自発的に社会貢献活動を行なう、営利

を目的としない団体の総称として使われている。平成 10 年に制定された特定非営利活動促進法によ

り、簡便に法人格を取得できるようになった。 
 

１－２ 地域住民のふれあい、活動団体間の情報共有・交流やネット

ワーク化の推進  

        １７０百万円（７１百万円） 
注：（ ）内は 16 年度予算額
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ア 北区北部地区の地域ビジョン策定（北区市民部）    ６百万円  

【新まち等、新規】 

     北区北部地区における公共サービスや拠点機能のあり方などについて

の住民合意に基づく地域ビジョン策定に向けて、ワークショップや住民ア

ンケート、公共サービス拠点形成基礎調査などを行う。 

   イ  スローライフ運動の推進（北区市民部） １百万円【新まち等、新規】 

     ｢食｣｢花｣｢健康｣をテーマにしたスローライフ運動を広げるため、３つの

テーマで活動する団体や本市の支援制度の紹介などの周知啓発を行う｡ 

   ウ  地区まちづくり企画提案事業（厚別区市民部）     ２百万円 

【新まち等、新規】 

     区と区民とが協働で地域課題を解決しつつ、地域づくりを進めていく仕

組みとして、地域の住民組織やグループによるまちづくり企画提案事業を

実施する。 

   エ バス停周辺環境づくり事業（清田区市民部）４百万円【新まち等、新規】 

     地域住民・企業・行政の協働により、待合所改善や周辺緑化、清掃活動

の促進など、バス停周辺の環境づくりを進める。 

   オ （仮称）八軒中央地区センター建設事業（地域振興部） ５１２百万円

【配分、新規】 

     地域におけるコミュニティ活動の拠点となる（仮称）八軒中央地区セン

ターを建設する。（西区八軒６条西２丁目） 

   カ （仮称）清田区地区センター整備構想検討（地域振興部）  ３百万円 

【新まち等、新規】 

     清田区里塚美しが丘地区に新設予定の（仮称）清田区地区センター建設

に先立ち、地域コミュニティの活動拠点にふさわしい施設とするため、ワ

ークショップを開催し、地域のニーズを反映した整備構想を策定する。 

【上記１－１～３に係る成果指標】 

   15.町内会、NPO、ボランティアなど市民活動に参加経験のある人の割合 

   【目標】36.0％→50％  

１－３ 区や地域の特性を活かした市民自治によるまちづくりの推進 

                 ５２８百万円（１９４百万円） 
注：（ ）内は 16 年度予算額
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ア  イ ン カ ル シ ペ ・ ア イ ヌ 民 族 文 化 祭 （ 市 民 生 活 部 ）  １ 百 万 円     

【新まち等、その他】 

アイヌ民族の伝統文化を伝承・保存するとともに広く市民に紹介するため、

民族音楽祭やフォーラムなどを継続して実施します。 

 

 

 

 
 
 市民の誰もが身近でスポーツを楽しめる環境づくりを進めるとともに、

地域住民が主体となった地域スポーツクラブを育成するしくみを検討す

る。また、人材確保のしくみづくりや自然に親しむスポーツ活動の実践を

進めていく。 
 さらに、スポーツにおける札幌ブランドを高めるため、札幌ならではの

冬のスポーツの新たな楽しみ方を発信するとともに、地域に根ざしたプロ

スポーツを市民とともに育てる。 
 

２－１ 身近でスポーツを楽しむ環境づくり 

１,５００百万円（１,０３７百万円）

注：（ ）内は 16 年度予算額 

ア 学校体育施設開放の充実（スポーツ部）４百万円【配分、レベルアップ】 

  新規に２校を開放。（小学校体育館１校、夜間照明付き中学校グラウンド１校） 

イ 区体育館整備事業（スポーツ部） ６５３百万円【新まち等、その他】 

  北区体育館の改修（機能保全工事、増築工事、エレベーター設置工事等）。 

１ 芸術・文化の薫る街の実現 

１百万円（１百万円） 

注：（ ）内は 16 年度予算額

(4) 芸術・文化、スポーツを発信する街さっぽろ 

２ スポーツの魅力あふれる街の実現  
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ウ サッカー場整備用地取得（スポーツ部）８１３百万円【新まち等、その他】 

  ＮＰＯ法人が整備するサッカー場等のための用地を取得。 

エ 2002 年ＦＩＦＡワールドカップ記念事業（開催地スタジアム利活用事業） 

 （スポーツ部）              １６百万円【配分、その他】 

  日本サッカー協会からの助成金で、札幌ドームをサッカー主体で有効活用

できる企画（イベント）に補助金を交付。 

オ 市民運動広場整備事業（スポーツ部）  １３百万円【新まち等、新規】 

  北区新琴似の用地を市民運動広場として活用する方策の検討。 

カ 総合型地域スポーツクラブ育成支援事業（スポーツ部） １百万円 

                          【新まち等、新規】 

  札幌らしい地域スポーツクラブのあり方の検討。 

２－２ スポーツ情報の提供や人材確保のしくみづくり 

３百万円（０百万円）

注：（ ）内は 16 年度予算額

ア 総合型地域スポーツクラブ育成支援事業（再掲）（スポーツ部）１百万円 

                          【新まち等、新規】 

 札幌らしい地域スポーツクラブのあり方の検討。 

イ トップアスリートの積極活用（スポーツ部）２百万円【新まち等、新規】 

 トップスポーツに身近に接する機会の提供（フォーラム）、トップアスリート

バンクの仕組みづくりの検討。 

２－３ トップスポーツの積極的活用 
７百万円（５百万円） 

注：（ ）内は 16 年度予算額 

ア ファイターズ屋内練習場市民開放事業（スポーツ部）５百万円【配分、その他】 

  北海道日本ハムファイターズの屋内練習場の市民開放を促進するための事業。 

イ トップアスリートの積極活用（再掲）（スポーツ部）２百万円【新まち等、新規】 

 トップスポーツに身近に接する機会の提供（フォーラム）、トップアスリート

バンクの仕組みづくりの検討。 
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２－４ ウインタースポーツの活性化 

１,６６６百万円（３２１百万円） 
注：（ ）内は 16 年度予算額

ア 2007 年ＦＩＳノルディックスキー世界選手権札幌大会事業費補助（スポーツ部） 

                     ４５３百万円【新まち等、その他】 

  同大会の開催準備を行なう組織委員会への補助金。 

イ 2007 年ＦＩＳノルディックスキー世界選手権関連施設整備（スポーツ部） 

                    １,２１０百万円【新まち等、その他】 

  同大会に向けて白旗山距離競技場、宮の森ジャンプ競技場を整備し、国際ス

キー連盟（ＦＩＳ）の公認を取得する。 

ウ ウインタースポーツフェスタ in 大倉山（スポーツ部、中央区） ２百万円 

                        【新まち等、レベルアップ】 

  大倉山ジャンプ競技場を利用して、市民・観光客向けの冬のスポーツ・レク

リエーションイベントを展開。 

エ ウインタースポーツ振興事業（スポーツ部）  １百万円【新まち等、新規】 

  ウインタースポーツの活性化を図るため、地域の取組状況等の調査と、身近

にウインタースポーツに親しめるような地域レベルでの活動を推進。 

２－５ 健康づくり運動とスポーツ振興の連携 

２百万円（０百万円） 
注：（ ）内は 16 年度予算額

ア さっぽろスポーツキャラバン隊（スポーツ部） ２百万円【新まち等、新規】 

  町内会、小・中学校、地域団体等を対象に、ニーズに対応したプログラムを

企画し、地域に出向いてスポーツプログラムを提供。 

 

【上記２－１～５に係る成果指標】 

 48．週に１回以上スポーツをする人の割合（成人） 

 【目標】Ｈ15 30.7％→Ｈ18 40％ 

 49．直接スポーツ観戦をする人の割合 

 【目標】Ｈ15 41.8％→Ｈ18 50％ 
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 50．スポーツボランティアの経験がある人の割合 

【目標】Ｈ15 9.1％→Ｈ18 20％ 

 
 

 

ア  ア イ ヌ 伝 統 文 化 啓 発 活 動 推 進 事 業 （ 市 民 生 活 部 ）  ２ 百 万 円      

【新まち等、その他】 

自然との共生の中ではぐくまれてきたアイヌ民族の伝統的な生活様式や文

化への理解を広めるとともに、人権啓発を継続して実施します。 

 

イ インカルシペ・アイヌ民族文化祭（再掲）   １百万円【新まち等、その他】 

アイヌ民族の伝統文化を伝承・保存するとともに広く市民に紹介するため、

民族音楽祭やフォーラムなどを継続して実施します。 

 
ウ  男女共同参画リーダー事業（男女共同参画推進室）１百万円      

【新まち等、その他】 

男女共同参画社会の実現に向けて、家庭、職場、学校、地域などで男女共同

参画に関する普及や研究などを行う市民を「男女共同参画リーダー」として引

き続き養成します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ さっぽろを支え、発信する人づくり 

４百万円（４百万円） 

注：（ ）内は 16 年度予算額 

(5) ゆたかな心と創造性あふれる人を育む街さっぽろ 
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ア 市民自治推進事業（地域振興部）      １3 百万円【配分、レベルアップ】 

自治基本条例の制定に向けて、市民自治の仕組みづくりについて考える市

民会議の運営や市民へ呼びかけるフォーラム等を実施し、市民議論を広め深

めていくとともに、市民自治推進プランを着実に実行していく。   

イ 安心・安全なまちづくり推進事業（地域振興部）  ８百万円 

【新まち等、新規】 

   「安心・安全なまちづくり」という視点での施策展開の検討を進めるため、 

   先進自治体の調査や市民アンケートを実施し、また、公募委員や有識者等    

による懇話会を設置し検討を行う。 

 

ウ ＤＶ2対策推進事業（男女共同参画推進室）      ５百万円 
改正配偶者暴力防止法を踏まえ、夫・パートナーからの女性への暴力防止

と被害者への支援策の充実・強化を図り、女性に対する暴力根絶に向けた総

合的なＤＶ対策を推進します。 
＜主な施策＞ 
ア）ＤＶ相談体制の強化（男女共同参画推進室）   ２百万円【配分、新規】 

改正配偶者暴力防止法に対応したＤＶ相談体制の強化を図る。 

イ）民間シェルターへの支援（男女共同参画推進室）  ２百万円【配分】 

相談や一時保護を行うなど行政の補完的役割を担っている民間シェル

ターを引き続き支援する。 
 
 
 
 
 
 
            
2 ＤＶ・・・ドメスティック・バイオレンスの略。夫婦間や恋人間などの親密な関係にある人々の間

に起きる身体的・精神的・性的暴力などをいう。 

(6) その他の重点事業 
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４ 事務事業の総点検 
 
(1) 事務事業の見直し 

■区役所等庁舎の清掃等仕様の見直しによる経費節減 
＜見直し額 110 百万円＞ 

■体育施設の光熱水費の節減、清掃等の委託料の見直しによる節減     
＜見直し額 38 百万円＞ 

■その他事務事業の効率化などによる見直し  ＜見直し額 92 百万円＞ 
 
(2) 受益者負担 

受益者負担項目 17 年度予算額 主な改定項目 

アイヌ文化交流センター体

験講座受講料 
２５６千円 単価の改定 

 
(3) 団体補助金 
  廃止 6 件    削減 20 件   継続 3 件   その他 2 件 

＜見直し額 22 百万円＞ 
                         詳細は別紙一覧のとおり 

 
 
  

 



団体補助金（市民局） 　　　（千円）

　団　体　名 １７年度予算額 見直し額

札幌交通安全連合会 1,500 ▲ 600

各区成人の日行事実施委員会 10,000 0

札幌地区防犯協会連合会 2,200 ▲ 320

札幌地区暴力追放センター協議会 450 ▲ 50

北海道ＩＬＯ協会札幌地方支部 0 ▲ 162

愛和福祉会（札幌障害者雇用支援センター） 0 ▲ 833

北海道季節移動労働者福祉協会 0 ▲ 50

さっぽろ消費者まつり実行委員会 2,000 ▲ 2,050

(社)札幌消費者協会 13,000 ▲ 500

（社）北海道炭鉱離職者雇用援護協会 2,200 ▲ 300

（社）北海道労働文化協会 0 ▲ 243

札幌市勤労者福祉推進委員会 0 ▲ 2,000

札幌市高齢者雇用対策推進委員会 450 ▲ 50

北海道ウタリ協会札幌支部 1,200 0

札幌市女性団体連絡協議会 750 ▲ 762

北海道マリッジカウンセリングセンター 0 ▲ 360

駆け込みシェルター運営委員会 2,000 0

札幌スノーホッケー協会（札幌市長杯スノーホッケー大
会）

800 ▲ 100

サッポロペンタスロン実行委員会 4,600 ▲ 620

札幌カップ国際アイスホッケー競技大会実行委員会 ※その他　　- －

㈱北海道フットボールクラブ 90,000 ▲ 10,000

宮様スキー大会実行委員会 5,600 ▲ 700

札幌市長杯サマージャンプ実行委員会（札幌市長杯宮
の森サマージャンプ大会）

※その他　　- －

札幌市長杯サマージャンプ実行委員会（札幌市長杯大
倉山サマージャンプ大会）

900 ▲ 100

札幌市長杯サマージャンプ実行委員会（札幌市長杯荒
井山ジュニアサマージャンプ大会）

180 ▲ 20

札幌国際スキーマラソン大会組織委員会 10,000 ▲ 1,300

札幌スケート連盟（札幌オリンピック記念真駒内選抜ス
ピードスケート競技会）

400 ▲ 50

札幌マラソン大会実行委員会 19,900 ▲ 600

（財）札幌市スポーツ振興事業団（クロスカントリーフェス
ティバル札幌）

400 ▲ 50

（財）ツール・ド・北海道協会 1,200 ▲ 150

読売新聞東京本社北海道支社（札幌国際ハーフマラソ
ン大会）

2,000 ▲ 250

　　　　　　　　　　　合　　計 171,730 ▲ 22,220

※　平成１７年度の開催は無し


